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■運用報告書に関しては､下記にお問い合せください。 

 

 

 

○当ファンドの仕組みは次のとおりです。 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 
信 託 期 間 無期限 

主 要 
投 資 対 象 

「しんきん日経半導体株マザーファンド」および「し
んきん米国半導体株マザーファンド」（以下「マザー
ファンド」といいます。）の各受益証券を主要投資対
象とします。 

運 用 方 針 

① 主として各マザーファンドの受益証券への投資を
通じて、わが国の金融商品取引所に上場している
半導体関連株式および米国の金融商品取引所に上
場している半導体関連株式に投資を行います。 

② 効率的な運用を行うため、わが国と米国の金融商
品取引所に上場している投資信託証券を実質的
に組み入れる場合があります。 

③ 各マザーファンドの受益証券の組入比率は、以下
を基本とします。なお、月次でリバランスを実施
します。  

マザーファンド 基本組入比率  

しんきん日経半導体株マザーファンド 50％  

しんきん米国半導体株マザーファンド 50％  

 
④ 運用対象とする有価証券の価格変動リスクを回

避するため、金融商品取引所における有価証券先
物取引、有価証券指数等先物取引および有価証券
オプション取引を行うことができます。 

⑤ 実質組入外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行いません。 

⑥ 市況動向あるいは資金動向等によっては、上記の
ような運用ができない場合があります。 

主 な 
投 資 制 限 

① 株式への実質投資割合には、制限を設けません。 
② 外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けま

せん。 

収 益 
分 配 方 針 

年１回の決算日に、原則として以下の方針に基づき
分配を行います。 
① 分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当

等収益と売買益（評価益を含みます。）等の全額と
します。 

② 分配金額は、委託者が基準価額水準、市況動向等
を勘案して決定します。ただし、分配対象収益が
少額の場合は、分配を行わないことがあります。 

 

 

運用報告書(全体版) 

 

しんきん日米半導体株

ファンド 

決算日 

（第１期：2025年12月22日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のお引立てに預かり厚く御礼

申し上げます。 

さて、ご購入いただいております「しんき

ん日米半導体株ファンド」は、2025年12月22

日に第１期の決算を行いました。 

ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお

願い申し上げます。 
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当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行います。ファミリーファンド方式とは、受益

者からの資金をまとめてベビーファンドとし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に

投資して、実質的な運用をマザーファンドで行う仕組みです。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円 

2025年３月28日 10,000 － － － － － 1,163 

１期(2025年12月22日) 16,259 40 63.0 49.9 － 49.3 12,181 
 

（注１） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注２） 当ファンドは国内および米国の株式に投資を行っていますが、特定の指数を上回る、または連動を目指した運用を行っていないため、

ベンチマークおよび参考指標はありません。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注４） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注５） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

（注６） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 

（注７） 当初設定時の基準価額は当初元本（１万口当たり10,000円）として記載しています。（以下同じ。） 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ 

2025年３月28日 10,000 － － － － 

３月末 9,676 △ 3.2 48.2 － 45.8 

４月末 9,136 △ 8.6 50.0 － 49.9 

５月末 10,351 3.5 50.0 － 50.7 

６月末 12,044 20.4 50.3 － 49.9 

７月末 12,486 24.9 49.8 － 50.0 

８月末 12,333 23.3 49.9 － 50.6 

９月末 13,770 37.7 49.6 － 49.6 

10月末 16,620 66.2 51.3 － 48.7 

11月末 15,730 57.3 50.2 － 49.5 

(期  末)      

2025年12月22日 16,299 63.0 49.9 － 49.3 
 

（注１） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定日比です。 

（注２） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しています。 

（注３） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式先物比率」は実質比率を記載しています。 

（注４） 株式先物比率＝買建比率－売建比率。 

（注５） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、投資信託証券（上場投資信託）の組入比率は実質比率を記載しています。 
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○第１期の運用経過等（2025年３月28日～2025年12月22日） 
＜当期中の基準価額等の推移＞ 
 

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

 

＜基準価額の主な変動要因＞ 
当ファンドは、親投資信託である「しんきん日経半導体株マザーファンド」および「しんきん米国半導体株

マザーファンド」の各受益証券への投資を通じて、わが国の金融商品取引所に上場している半導体関連株式お

よび米国の金融商品取引所に上場している半導体関連株式に投資を行っています。 

当期は、日本株式市場および米国株式市場が上昇したことを主因に基準価額は上昇しました。 
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また、各マザーファンドの主な変動要因は、次のとおりです。 

 

日本株式 

●しんきん日経半導体株マザーファンド 

＜上昇要因＞ 

・国内企業の株主還元政策が強化されたこと。 

・自民党総裁選で高市氏が勝利したこと。 

・トランプ米大統領による各国との関税交渉が進展したこと。 

＜下落要因＞ 

・日銀の金融政策において金利上昇が意識されたこと。 

・トランプ政権の関税政策が発表されたこと。 

 

米国株式 

●しんきん米国半導体株マザーファンド 

＜上昇要因＞ 

・米中の貿易交渉進展への期待が高まったこと。 

・主要ハイテク企業を中心に幅広い業種で好決算が相次いだことが好感されたこと。 

・次期米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）議長に利下げに積極的な考えを持つとみられるハセット氏が指名され

るとの見方が強まったこと。 

＜下落要因＞ 

・トランプ政権が発表した相互関税の規模が事前予想を上回り、投資家心理が悪化したこと。 

・複数の米地区連銀総裁が今後の利下げに慎重な姿勢を示したこと。 

 

＜投資環境＞ 
（日本株式市況） 

（2025年３月～６月） 

３月下旬の日本株式市場は、トランプ政権による相互関税の導入を目前に控えた警戒感から、株価は下落し

ました。４月は、トランプ政権が相互関税政策を正式に発表したことで株価は一時大幅に下落しましたが、そ

の後、一部の国に対する相互関税の一時停止が発表されると反発しました。５月は、米国と中国をはじめとす

る各国との貿易交渉が進展するとの期待感から投資家心理が改善し、株式市場は堅調に推移しました。６月

は、人工知能（ＡＩ）需要の拡大期待を背景とした半導体関連銘柄や、世界的な軍備拡張の流れを受けた防衛

関連株などが相場をけん引し、上昇しました。 

 

（2025年７月～９月） 

７月の日本株式市場は、懸案であった日米関税協議が市場の懸念よりも穏当な内容で合意に至ったことが

好感され、上昇しました。８月は、日米関税問題という最大の懸念材料が解消されたことや、堅調な企業業績

を背景に、底堅く推移しました。９月は、石破首相が辞任を表明したことや、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

での利下げ期待などが好感され、上昇しました。 

 

（2025年10月～当期末） 

10月の日本株式市場は、自民党総裁選で高市氏が勝利したことを受けて、同氏が掲げる積極的な財政政策が

日本経済を押し上げるとの期待などから上昇しました。11月から期末にかけては、半導体関連銘柄の上昇ペー

スへの警戒感などから利益確定売りが優勢となる動きがありましたが、日米の主要企業の決算発表が良好な



品 名：90059_140894_001_03_しんきん日米半導体株ファンド_1088389.docx 

日 時：2026/2/3 16:40:00 

ページ：4 

－ 4 － 

内容であったことなどが相場を下支えし、上昇しました。 

 

（米国株式市況） 

当期の米国株式市場は、全体として上昇しました。 

当期初から2025年４月上旬にかけては、トランプ政権が発表した相互関税の規模が事前予想を上回ったこ

とから投資家心理が悪化し、大幅に下落しました。その後、対中関税の引下げを検討しているとの報道が好感

されたことなどから、上昇に転じました。５月から７月にかけては、米中の貿易交渉進展への期待やイスラエ

ルとイランの停戦が成立したことで投資家心理が改善したことなどから、上昇しました。８月から９月にかけ

ては、ＦＯＭＣで0.25％の利下げが決まったことに加えて、年内に追加で0.5％の利下げを実施するとの見通

しが示されたことや、ＡＩ普及の恩恵を受けるとみられる半導体株などがけん引し、底堅い動きとなりまし

た。その後、期末にかけては、複数の米地区連銀総裁が今後の利下げに慎重な姿勢を示したことを受け、米利

下げ期待が後退し、株価の下押し圧力となる場面もありました。しかし、主要ハイテク企業を中心に幅広い業

種で好決算が相次いだことや、次期ＦＲＢ議長に利下げに積極的な考えを持つとみられるハセット氏が指名

されるとの見方が強まり、米利下げ期待が高まったことなどが好感され、上昇基調で推移しました。 

 

（為替市況） 

当期の米ドル円為替相場については、上昇しました。 

当期初から2025年４月末にかけては、４月上旬にトランプ政権が発表した相互関税の規模が事前予想を上

回ったことから、急落しました。５月から６月末にかけては、一進一退となりました。７月はＦＲＢの早期利

下げ観測が後退したことなどから、上昇しました。８月から９月末にかけては、一進一退の動きとなりました。

その後、期末にかけては、自民党総裁選における高市氏の勝利を背景に、日銀が利上げを進めづらくなるとの

見方や、積極的な財政出動による財政悪化懸念が広がったことなどを背景に、堅調に推移しました。 

 

＜当ファンドのポートフォリオ＞ 
「しんきん日経半導体株マザーファンド」および「しんきん米国半導体株マザーファンド」の組入比率がお

おむね50％ずつとなるように投資を行いました。 

 

各マザーファンドの運用経過は、次のとおりです。 

日本株式 

●しんきん日経半導体株マザーファンド 

日経半導体株指数（トータルリターン）に連動する投資成果を目指し、わが国の金融商品取引所に上場して

いる株式を主要投資対象として運用を行いました。 

当期末現在は、日経半導体株指数を構成する30銘柄全てに投資をしています。 

 

米国株式 

●しんきん米国半導体株マザーファンド 

NYSE Semiconductor Index（配当込み、円換算ベース）に連動する投資成果を目指し、上場投資信託である

「iShares Semiconductor ETF」を主要投資対象として運用を行いました。 

上場投資信託の組入比率は、高位の水準を保つように努めました。 

 

＜当ファンドのベンチマークとの差異＞ 
当ファンドは、わが国の半導体関連株式および米国の半導体関連株式に投資を行っていますが、特定の指数

を上回る、または連動を目指した運用を行っていないため、ベンチマークおよび参考指標はありません。  
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＜分配金＞ 
当期の収益分配金については、経費控除後の配当等収益や期末の基準価額水準等を勘案して、１万口当たり

40円（税込み）としました。 

なお、収益分配に充てなかった部分については、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づき運用を行い

ます。 

 

分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第１期 

2025年３月28日～ 
2025年12月22日 

当期分配金 40  

(対基準価額比率) 0.245％ 

 当期の収益 40  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 6,259   
（注１） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注２） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

＜今後の運用方針＞ 
引き続き、「しんきん日経半導体株マザーファンド」および「しんきん米国半導体株マザーファンド」の組

入比率がおおむね50％ずつとなるように投資を行います。 

 

各マザーファンドの運用方針は、次のとおりです。 

日本株式 

●しんきん日経半導体株マザーファンド 

主としてわが国の金融商品取引所に上場している株式および上場投資信託に投資し、日経半導体株指数

（トータルリターン）に連動することを目指します。 

米国株式 

●しんきん米国半導体株マザーファンド 

主として米国の金融商品取引所に上場している上場投資信託および株式に投資し、NYSE Semiconductor 

Index（配当込み、円換算ベース）に連動することを目指します。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年３月28日～2025年12月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 51  0.407  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (22)  (0.179)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (25)  (0.203)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.024)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 5   0.037   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 0)  (0.001)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） ( 5)  (0.036)   

（c） そ の 他 費 用 2   0.015   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.010)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.005)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他の諸費用 

 合 計 58   0.459    

期中の平均基準価額は、12,460円です。  

 
（注１） 期中の費用（消費税等の掛かるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。 

（注２） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注３） 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

（注４） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数点以下第３位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は0.73％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドの親投資信託が組み入れている投資信託証券です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年３月28日～2025年12月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
しんきん日経半導体株マザーファンド 4,038,301 5,137,990 199,345 277,000 

しんきん米国半導体株マザーファンド 3,665,518 4,959,760 84,776 116,200 
 
（注） 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年３月28日～2025年12月22日) 

 

項 目 
当 期 

しんきん日経半導体株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 7,103,369千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 2,175,011千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.26   
 
（注１） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注２） 単位未満は切り捨て。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年３月28日～2025年12月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

○第二種金融商品取引業を兼業している委託会社の自己取引状況 (2025年３月28日～2025年12月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2025年３月28日～2025年12月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2025年12月22日現在) 

 

銘 柄 
当 期 末 

口 数 評 価 額 

 千口 千円 

しんきん日経半導体株マザーファンド 3,838,956 6,076,683 

しんきん米国半導体株マザーファンド 3,580,742 6,024,240 
 
（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年12月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

しんきん日経半導体株マザーファンド 6,076,683 49.4 

しんきん米国半導体株マザーファンド 6,024,240 49.0 

コール・ローン等、その他 194,678 1.6 

投資信託財産総額 12,295,601 100.0 
 
（注１） 評価額の単位未満は切り捨て。 

（注２） しんきん米国半導体株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（6,017,519千円）の投資信託財産総額（6,162,155千

円）に対する比率は97.7％です。 

（注３） 外貨建資産は、期末の時価を我が国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。2025年12月22日現在、１ドル＝157.62

円です。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年12月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 12,295,601,983   

 コール・ローン等 194,674,392   

 しんきん日経半導体株マザーファンド(評価額) 6,076,683,919   

 しんきん米国半導体株マザーファンド(評価額) 6,024,240,472   

 未収利息 3,200   

(B) 負債 114,472,008   

 未払収益分配金 29,967,612   

 未払解約金 73,426,524   

 未払信託報酬 10,968,219   

 その他未払費用 109,653   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 12,181,129,975   

 元本 7,491,903,021   

 次期繰越損益金 4,689,226,954   

(D) 受益権総口数 7,491,903,021口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 16,259円 
 

（注１） 当ファンドの設定時元本額は1,163,528,408円、期中追加設
定元本額は7,724,737,397円、期中一部解約元本額は
1,396,362,784円です。 

（注２） １口当たり純資産額は1.6259円です。 

○損益の状況 (2025年３月28日～2025年12月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 60,945   

 受取利息 60,945   

(B) 有価証券売買損益 2,014,330,298   

 売買益 2,387,366,843   

 売買損 △  373,036,545   

(C) 信託報酬等 △   18,885,694   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 1,995,505,549   

(E) 追加信託差損益金 2,723,689,017   

 (配当等相当額) (         45,111)  

 (売買損益相当額) (  2,723,643,906)  

(F) 計(Ｄ＋Ｅ) 4,719,194,566   

(G) 収益分配金 △   29,967,612   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 4,689,226,954   

 追加信託差損益金 2,723,689,017   

 (配当等相当額) (      5,367,868)  

 (売買損益相当額) (  2,718,321,149)  

 分配準備積立金 1,965,537,937   
 

（注１） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えに
よるものを含みます。 

（注２） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費
税等相当額を含めて表示しています。 

（注３） 損益の状況の中で(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差
額分をいいます。 

（注４） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（31,015,448
円）、費用控除後の有価証券売買等損益額（1,964,490,101円）、
および信託約款に規定する収益調整金（2,723,689,017円）よ
り分配対象収益は4,719,194,566円（10,000口当たり6,299円）
であり、うち29,967,612円（10,000口当たり40円）を分配金額
としています。 

 
 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 40円 
 
◇分配金を再投資される場合のお手取分配金は、自動けいぞく投資約款の規定に基づき、決算日の翌営業日に

再投資いたしました。 

◇分配金をお受け取りになる場合の分配金は、決算日から起算して５営業日目までにお支払いを開始してい

ます。 

◇分配金のお取扱いについては、販売会社にお問い合せください。 
（注１） 分配金は、分配後の基準価額と各受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」（受益者毎の元本の一部払戻しに相当する部分）があります。分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合
は全額が「普通分配金」となります。分配後の基準価額を下回る場合は、下回る部分に相当する金額が「元本払戻金（特別分配金）」、
残りの部分が「普通分配金」となります。 

（注２） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に各受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額
が、その後の各受益者の個別元本となります。 

 
＜約款変更のお知らせ＞ 

投資信託及び投資法人に関する法律第14条の改正に伴い、投資信託約款に所要の変更を行いました。（2025

年４月１日実施） 
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